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昨日 月 日、年末恒例となった今年の
「流 大 」に、お笑いコンビ・日本エレ
キテル 合の「ダメよ ダメダメ」が決定し
ました。最 はやや下火になったものの、こ
の「ダメよ 」は、「いいじゃないの 」

とセットになって、確かによく にしました。個人的には、
「こぴっと」がせめてトップ に入ることを っていたの
ですが…、ちょっと残念でした。
さて、そんな一喜一憂に明け暮れているうちに、今年のカ

レンダーも残りわずかになってしまいました。「終わりよけ
れば全てよし 」の どおり、この師 ひと月の し悪し
が今年 年 の印 を決定づけます。 分 、新しい環境
の中で いの多い日々でしたが、こぴっと最後を締めくくり、
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気持ちよく新しい年を えたいと思います。

受賞…おめでとう！ ～税の作文＆人権作文～
４月以降、スポーツや部活動等

で様々な大会を通してたくさんの

素晴らしい成績を残してきた本校

ですが、学芸の面でも３年生２名

が、文化の秋を締めくくるにふさ

わしい大きな賞を受賞しました。おめでとうございます♪♪

★大森 美穂さん････

「税についての作文コンクール」：山中湖村村長賞

＝11/25 山中湖村村長室にて授賞式＝

★佐藤 萌花さん････

「中学生人権作文コンテスト」：奨励賞

＝12/6 山梨文化会館(山日ＹＢＳ)にて授賞式＝

来年度の様々な生徒主体による行事や活動の舵取り役とな

る新しい生徒会役員が、全校生徒による投票の結果決定しま

した。新しいメンバーには、お互いの知恵を出し合い、学校

生活の充実や改善、そして向上が図れるような活気に満ちた

活動を作り出してほしいと願っています。

役 役 員 氏 名

会 長 槌屋 秀弥

副会長 天野 太誓 金谷 茉奈 佐藤 聡太

書 記 大森 茂樹 望月 美奈魅 天野 史音

男女ソフトテニス部・女子バスケットボール部が県の新人

戦や一年生大会で大活躍を展開。来年度につながる大変素晴

らしい結果を収めました！ 試合結果の概略は以下の通り。

男子ソフトテニス部の活躍

【県新人戦：団体】ベスト１６位

【県新人戦：個人】長田大･長田德ペア：ベスト１６位，

高村保･槌屋秀ペアベスト３２位→共に選手権出場権獲得

【１年生大会】羽田玲･佐藤聡ペア，赤田隼･槌屋光ペア

共にベスト３２位→決勝トーナメント進出（試合は12月中）

女子ソフトテニス部の活躍

【１年生大会】天野瑠･杉浦優ペア，東海美･高村澪ペア

共にベスト３２位→決勝トーナメント進出（試合は12月中）

女子バスケットボール部の活躍

【県新人戦】ベスト４は逃したものの４勝を挙げ県５位
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「笑顔と活気のあふれる山中湖中学校」を

めざして、他の中学校に誇れる学校にしたい

と思います。そのためには、役員が中心とな

り、全校生徒がフォロワーとなって力を合わせ

ることが大切だと思います。

みんなで協力して頑張りましょう！

ありがとうございました！

１１月２７日、本校

体育館を会場に、山中

湖村連合ＰＴＡ主催に

よる教育講演会が開催

され、本校からもたく

さんの保護者の皆様に

ご参加いただきました。ありがとうございました。

今年は、ロンドン五輪カヌー競技日本代表で、本年開催さ

れた仁川アジア大会の金メダリスト藤嶋大規選手を講師にお

招きし、「夢の実現に向けて-大きな目標と小さな目標-」と題し

て講演をいただきました。講演では、ご自身の貴重な経験か

ら、「夢をあきらめずに持ち続け

させることと、子どもたちを取

り巻く周囲の大人の支えが夢の

実現に向けて大切だ」と私たち

に熱く訴えかけてくれました。

藤嶋選手には、来年の世界選手権を経て２０１６年のリオ

五輪でのメダル獲得…という夢の実現に向けて、今回の講演

内容が現実となるよう頑張っていただきたいと思います。

今年も、女優の坪井

美香さんに２度にわた

って来校していただき、

読み聞かせを行ってい

ただきました。１１月

４日には、１･２年生を

対象に戦争に関わる作

品を…、昨日１２月１日には、３年生を対象に少年刑務所に

収容されている若者たちが書いた詩を…、どちらも重いテー

マの読み聞かせでしたが、魂の込められた坪井さんの朗読に

子どもたちは心を揺さぶられ、真剣に聞き入っていました。


